
   

         

 

 

 

 

主題みーつけた・じっくりと・分かち合う 保育テーマ 秋 月の歌 さんぽ・くだもの列車・おおきなうた 

聖句    私の隣人とはだれですか 

ルカ１０章２５節～３７節 

讃美歌 ♪ かみさまに感謝 

 ♪ じぶんでつくった 

０．１．２歳児の目標 3．4．5歳児の目標 

・神さまがくださった沢山の恵みに感謝する。 

・生活や遊びの中で、自分の気持ちや発見を表現する 

・秋の自然物（木の実や落ち葉など）で、遊ぶ経験をする。 

・遊びの継続が楽しくなり、期待や意欲をもって園生活を送る。 

・自分たちの生活が様々な人に支えられてる事を知り、感謝する 

  

月 火 水 木 金 土 

 １ 

ＳＤＧsの日  

２ 

身体測定  

３ 

文化の日  

４ 

体育教室 
 

５ 

清泉フェスタ  

７ 
 ８ 

 

９ 

 

１０ 

小児祝福式  

１１  １２ 

 

１４ 

 

１５ 

避難訓練 

１６ 

誕生会 

１７ 

収穫感謝祭 

１８ 

体育教室 

 
 

１９ 

 

２１ 

 

２２ 

 
 

２３ 

勤労感謝の日  

２４ 

アドベント 

２５  ２６ 

 

２８ 

 

２９ 

 

３０ 

 

 

 

 

 

 

      

 

 『わたしの隣人とはだれですか』（ルカによる福音書第 10章 29節） 

 

「よきサマリア人の譬え話」として有名な愛の物語です。それは誰にでもよく分ります。これを〔隣人愛〕

と呼ぶ。愛の模範を語る教えとして誰も理解し、また受け入れられてきました。しかし、私たちは愛を選

別いたします。「ほんね」と「たてまえ」を使い分けながら、私たちは生きる姿をさらしています。ですか

ら、いざとなると「わたしの隣人とはだれですか」と、愛を制限しようとします。しかし、日本人は絆を

大切にいたします。そうならば、今こそ必要な人の傍らに赴き、自分が隣人になってあげることこそ、必

要なことではないかと思います。「隣人とは誰か」、「それは私だ」と、問い続けて、私たちの歩みは続く。

ただ単に隣人を愛する教えとして、いわば標準化して記憶するよりも、心に刻むことが大切でしょう。「私

が隣人になる」のです。小さな愛のわざを。無理を強いられることではありません。なすべきことを、な

し得る限りするのです。私たちのできることでよいのです。ときどき、ふと立ち止まって知る時があるの

です。ああ、ここで誰かに呼ばれている。私を必要としている人がいる。ここでなすべきことをすればよ

いのです。ぜひこの「よきサマリア人の譬え話」（10 章 25 節～37 節）を一度お読みいただきたいと思

います。                         ルーテル合志教会 牧師 濱田道明 

                           


